第１学年１組　理科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　　都築　卓朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　　第１理科室

１　単元名　「身のまわりの物質」
２　探究課題「千空はどうやってアルコールを熱して、冷まして、垂らして濃くするのか」
３　単元目標
・粒子の運動の様子が変化することで物質は状態を変化させることや、状態変化によって物質の体積は変化するが質量は変化しないこと。物質は、沸点や融点を境に状態が変化することを見いだして理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　【習得に関わる目標】
・物質は沸点や融点を境に状態が変化することを利用して、水とエタノールの混合物から、エタノールだけを分離する方法について考えたり、実験を通して分離したりすることができる。　　　　　　　　　
 【活用に関わる目標】
・物質が状態変化する仕組みや温度について学び、それらを活用して混合物から物質を分離できる体験を通して、科学の有用性を実感することができる。　　　【生き方、ものの見方考え方に関わる目標】
４　単元について
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　本単元では、物質の状態変化についての観察や実験を行い、状態変化
によって物質の体積は変化するが質量は変化しないこと。物質は融点や沸点を境に状態が変化することを学ぶ。これらを学習することで、混合物を加熱する実験を通して、混合物から物質を分離する方法について、沸点の違いを根拠に考えることができる。これらの学習内容を主体的に学ぶために、アニメ「ドクターストーン」のワンシーンを提示する。主人公はアルコールを濃くする方法を「熱して、冷まして、垂らしてアルコールを濃くする」と説明する。しかし、フライパンにアルコールと水の混合物を入れ、熱して冷ましたものを、アルコール濃度計に垂らすと、アルコール濃度は下がる。この現象と出会った生徒は、どうして主人公の話す通りに、熱して冷ましたのにアルコール濃度が下がるのか疑問を抱くだろう。この事象を説明するためには、物質が状態変化するときに体積や質量がどう変化するのか。また、物質によって融点や沸点が異なることを理解する必要がある。生徒には、物質の状態変化における体積や質量の変化を理解したり、沸点や融点という新しい知識や獲得したりしながら、粘り強く問題解決に取り組み、科学の有用性を実感してほしい。
５　単元構想図
	時
	段階
	学習課題
	教師の支援と手だて

	１
	願
い
疑
問
の
芽
生
え
	○千空はどうやってアルコールを熱して、冷まして、垂らして濃くするのだろうか
	・探究課題を設定するために、アニメドクターストーンの第１話を視聴する。
・状態変化について注目できるように、主人公がアルコールを濃くする方法として話す「熱して、冷まして、垂らしてアルコールを濃くする」というセリフを取り上げ、どうしてアルコールが濃くなるのか問いかける。
・生徒の思考を揺さぶるために、水とアルコールの混合物の濃度を、アルコール濃度計で測定した後、フライパンで熱して、冷まして、濃度計に垂らすと、アルコール濃度が下がる現象に出会えるようにする。
・今後の学びに見通しをもつことができるようにするために、探究課題「千空はどうやってアルコールを熱して、冷まして、垂らして濃くするのだろうか」を設定する。

	２

	習
得
	〇ロウが状態変化するとき、体積や質量はどのように変化するのだろうか
	・状態変化について既習内容を想起できるように、水は氷⇔水⇔水蒸気と温度によって状態が変化することを復習する。
・状態変化によって、体積は変化するが質量は変化しないことを理解できるように、ロウを加熱したり冷却したりして、体積や質量の変化を観察する実験を行う。
・状態変化の仕組みを粒子の動きに着目して理解できるように、粒子モデルを用意し、粒子の動きと関連付けて理解できるようにする。

	３
公開授業Ⅱ
	習
得
	〇エタノールが状態変化するとき、体積はどのように変化するのだろうか
	・液体から気体に状態変化するとき、体積はどのように変化するか調べるために、エタノールを袋に入れて、湯をかけたときの様子を観察する実験を行う。
・エタノールと水の沸点の違いに着目できるように、水を袋に入れ、湯をかけても状態変化しない実験も行う。
・探究課題に迫ることができるように、導入時にフライパンで水とエタノールの混合物を加熱した際、アルコール度数が下がった事象について、その理由を問いかける。

・加熱方法に焦点化するために、アニメの続き（気体が空気中に逃げないように加熱しているシーン）を視聴し、熱し方がフライパンと全く異なることに気付けるようにする。

	４
	活
用
	○千空はどうやってアルコールを熱して冷まして濃くするのだろうか
	・生徒の予想を確かめるために、アニメ中で主人公が蒸留するシーンを参考に、エタノールと水の混合物から、エタノールだけ取り出す実験方法を考える時間を確保する。

	５
	活
用
	〇水とエタノールの混合物からエタノールだけ取り出してみよう
	・科学の有用性を実感できるように、前時で考えた実験を行う。
・探究課題に対する考えを自分の言葉でまとめる時間を確保する。



６　本時の指導【公開授業Ⅱ】
（1） 本時の目標（３/５）
・エタノールが液体から気体に状態変化する際、体積が大きくなることを理解したり、沸点が水とは異なることに気付いたりできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　【習得に関わる目標】
（２）指導過程
	時間
	学習活動
	教師の支援と手だて

	0

	１　学習課題を設定する。


	・既習内容を想起し、本時の学習課題を設定するために、ロウは、液体から固体に状態変化する際、質量は変化しないが、体積は変化したことを振り返る。


	5
15
25
35
	２　エタノールと水を入れた袋に湯をかけ、様子を観察する。
・エタノールの袋だけ膨らんだ。
・エタノールは気体になると体積が大きくな　　
　る。

　・エタノールだけ袋が膨らんだから、エタノールの方が低い温度で沸騰した。
３　グループで実験結果をまとめたり、気付きを共有したりする。
　・エタノールだけ湯をかけると気体になり、体積が大きくなった。
　・エタノールの方が沸点は低いということは気付かなかった。
４　どうしてエタノールと水の混合物をフライパンで熱したら、アルコール濃度が下がったのか考える。
・エタノールの方が低い温度で気体になるから、エタノールだけ混合物からなくなったから。
５　蒸留装置の仕組みについて考える。
　・蒸発したアルコールが逃げない仕組みにする必要がある。
　・アルコールを冷やす必要がある。
　・冷えたアルコールを集める必要がある。
	・液体から気体に状態変化する際、体積が大きくなることに気付けるように、エタノールを袋に入れて、お湯をかけたときの様子を観察する。
・エタノールと水の沸点の違いに着目できるようにするために、水を袋に入れ、湯をかけても気体にならない実験も行う。

・実験結果や沸点の違いについての気付きを共有するために、クラスを４グループに分け、大型のホワイトボードで話し合えるようにする。
・探究課題に迫ることができるように、フライパンで水とエタノールの混合物を加熱した際、アルコール度数が下がった事象について、もう一度考え直す場を設定する。

・加熱方法の違いに焦点化するために、フライパンでの加熱方法に問題を見出した意見がでたら、アニメの続き（土器でつくった蒸留装置）を視聴し、熱し方がフライパンと異なることに気付けるようにする。
・今後の見通しをもてるようにするために、次時から、混合物を熱して、冷まして、垂らしてアルコールを濃くできるか実験をしていくことを伝える。

	45

	６　振り返りを書く。
「千空は気体になったアルコールをもう一度気
体に戻してから集めているのではないかと思い
ました。」
	・探究課題に迫ることができるようにするために、「千空がどのようにしてエタノールと水の混合物を加熱し、アルコール濃度を濃くしていたのか」という視点で、自分の考えを書くように指示する。


（３）評価

・エタノールが液体から気体に状態変化する際、体積が大きくなることを理解したり、沸点が水とは異なることに気付いたりすることができたか。
　　　　　　　（班での関わり合いの様子　ワークシートへの記述、振り返りの内容から判断する。）
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学習課題　「エタノールが状態変化するとき、体積はどのように変化するのだろうか」


」
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